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徳島小松島港沖洲（外）地区 複合一貫輸送ターミナル整備事業
国民の安全・安心の確保 経済・地域の活性化

沖洲（外）地区徳島東ＩＣ
（仮称）

沖洲（外）地区

徳島東ＩＣ
（仮称）

・全体事業費
１４１億円（うち直轄事業：１３３億円）

・整備期間

おきのす

わず 分 ・整備期間
平成21年度～平成29年度

ＩＣからわずか５分

将来
○大規模地震発生時の

岸壁（-8.5m）
（耐震）

しんまちがわ 航路 泊地

岸壁(-8.5m)
（耐震）

○大規模地震発生時の
物流機能の確保

○静穏度を確保して、荷役
作業を効率化

航路・泊地新町川
（１級河川）

しんまちがわ

新町川
（１級河川）

しんまちがわ

○事業効果

航路・泊地
の増深 防波堤の

延伸

作業を効率化

防波堤移転
○事業効果
１．輸送効率の向上
→地域産業の競争力強化
→持続可能な地域社会づくりに貢献

泊地

岸壁(-7.5m)
（非耐震）

現行ターミナル
吉野川

徳島県庁

徳島駅

船舶大型化

120台積載可能
↓

２．輸送が低炭素化
→温暖化の防止
→循環型社会の構築に貢献

撮影年月：平成１８年２月
撮影年月：平成１８年２月

↓
190台まで拡大

循環 社会 構築 貢献

３．大規模地震時の緊急輸送ルートの確保
→救援・復旧活動の迅速化に貢献

○貨物需要の増加への対応 1



「フェリーによる無人航送」と「陸路で有人走行」の比較

徳島県 東京都運転手１人で３つ運べる！ 無人航送

鳴門市フ
ェ
リ
ーー
に
よ
る
無

納入先
工場

ピストン輸送

無
人
航
送

トラクター（ヘッド） トレーラー（シャシー）平床トレーラー

送

運転手が３人必要

比

較

３つの貨物
を輸送

人件費が３倍
陸
路
で

運転手が３人必要 人件費が３倍

工場

で
有
人
走

納入先

走
行

・輸送費の1/3は人件費
・トラック輸送によりＣＯ2排出量が増加 2



⑦防舷材取付

フェリーターミナル整備事業 工事のながれ

①地盤改良 実施済

⑤中詰

⑨埋立

⑥上部コンクリート打設

⑤中詰

①地盤改良 実施済

現在
実施中

⑧しゅんせつ

①地盤改良

②基礎捨石、③捨石均し

⑤中詰
砂投入 ④ケーソン据付

⑤中詰
砂投入

実施中

現在
実施中

①地盤改良

②基礎捨石、③捨石均し ④ケーソン据付、⑤中詰砂投入 ⑥上部コンクリート打設実施済

実施済

実施済

ケーソン

実施済

⑦防舷材取付 ⑧しゅんせつ ⑨埋立

潜水士による捨石均し

実施済 現在実施中 現在実施中⑦防舷材取付 ⑧しゅんせつ

防舷材

実施済 現在実施中

3



ケーソン製作

①敷砂・ルーフィング敷設 ②枠組足場設置・鉄筋組立

１層目

③型枠組立（外） ③型枠組立（内） １層目１層目

④コンクリート打設・養生・脱型 ⑥完成

層目完成
⑤枠組足場設置・鉄筋組立

②～④を繰り返して
２～４層目を製作

１層目完成 ２層目
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ケーソン据付
①作業足場設置・吊ワイヤ接続 ②ケーソン吊上げ・引出し・吊降し

③ケーソン曳航 ④ケーソン進水・注水 ⑤ケーソン据付

2200t吊起重機船「駿河」

⑧ケーソン据付完了

層 完成

⑥中詰砂投入 ⑦蓋コンクリート打設

１層目完成
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上部工

①鉄筋 型枠組立（防舷材基礎部等） ②コンクリート打設・養生・脱型
①型枠設置（標準部）

①鉄筋・型枠組立（防舷材基礎部等） ②コンクリート打設・養生・脱型

③防舷材取付 上部工完成
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浚渫工

航路泊地(-8.5m)
泊地(-8 5m)

グラブ浚渫

ピ 沖洲第 期事業（県） 岸壁( 8 5m)耐震

泊地(-8.5m)

徳島東ＩＣ（仮称）

マリンピア沖洲第２期事業（県）

土運船運搬

グラブ浚渫船

岸壁(-8.5m)耐震

徳島東ＩＣ（仮称）

ダンプ運搬

空気圧送船プレミックス船

SGM軽量土船兼プレミックス船

横 自 車道

排砂管圧送

固化材供給船

SGM軽量土船兼プレミックス船

四国横断自動車道

空気圧送船排砂管

津田地区整備事業（県）

7固化剤供給船 土運船



地盤改良（CDM工法)

CDM工法とは、スラリー化したセメント系硬化材を軟弱地盤
SGM軽量土は、浚渫土などの原料土に水、軽量化材（気泡、

発泡ビーズ） 固化材などを混合して作製される単位体積重

SGM軽量土工法

に注入し、軟弱地盤とともに攪拌混合し、化学的に固化する
機械攪拌式の深層混合処理工法です。

発泡ビ ズ）、固化材などを混合して作製される単位体積重
量 8～13kN/m3の軽量な地盤材料です。その特徴として、
(1) 高含水比の浚渫土等を原料として有効に活用できます。
(2) 既設構造物、埋設管など、近接構造物への影響を少なく
できます。
(3) 適度な流動性を有しており ポンプ圧送のみで締固める(3) 適度な流動性を有しており、ポンプ圧送のみで締固める
ことなく、自由な形状に打ち込むことができます。
(4) 水中不分離性を有する配合設計が可能で、周辺海域環
境への影響を低いレベルに抑えて施工できます。

CDM専用船

SGM軽量土船 兼 プレミックス船
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管中混合固化処理工法

管中混合固化処理工法は、土砂を空気圧送した際に生じる
プ グ

高含水比で軟弱な浚渫土砂を、プレミックス船のミキサー内
でセメントなどの固化材と事前混合処理し 圧送ポンプや配

プレミックス船工法

乱流状態（プラグ流）を利用して添加した固化材と圧送土砂
との混合を圧送管中で行う工法です。

でセメントなどの固化材と事前混合処理し、圧送ポンプや配
管、トレミー管などを用いて現場に圧送して打設する工法で
す。作製された固化処理土は、埋立材料や護岸・岸壁など
の裏込め材料として利用され、浚渫土砂のリサイクルを図る
ことが可能です。

空気圧送船
SGM軽量土船 兼 プレミックス船

排砂管
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